
線
の
西
条
駅
前
を
中
心
と
し
た
西
条
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
も
の
で
、

今
回
木
簡
が
出
土
し
た
第

一
次
調
査
Ａ
調
査
区
は
、
西
国
街
道
か
ら
見
る
と
か

な
り
奥
ま

っ
て
お
り
、
町
屋
跡
の
推
定
範
囲
か
ら
は
外
れ
て
い
る
。
実
際
、
掘

立
柱
建
物
や
池
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
遺
構
の
数
も
少
な
く
、
江
戸
時

代
の
遺
構

。
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
て
い
な
い
。

木
簡
は
、
井
戸

（Ｓ
Ｅ
こ

か
ら

一
点
の
み
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
は
、
上

層
か
ら
出
土
し
た
遺
物
か
ら
、
中
世
に
は
埋
ま

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

（梵
字
）

⑪

　

「
一部
□
国
□
日
日

Ｈ
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｎｅ

益
授
⇔
⇔お

上
端
は
圭
頭
、
下
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
内
容
は
、
文
頭
に
不
動
明
王
を
表

わ
す
梵
字
の
種
子

「
カ
ー
ン
」
と
不
明
の
梵
字
を
配
し
、
以
下

「国
」
が
か
ろ

う
じ
て
読
め
る
が
、
判
読
困
難
な
文
字
が
続
く
。

長
期
間
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
た
め
か
風
食
が
著
し
く
、
墨
の
痕
跡
は
ほ

と
ん
ど
な
い
状
態
で
、
文
字
の
部
分
が
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る
。

（立
川
敏
之
）

し
も
う

わ

ど

広
島
・
下
上
戸
遺
跡

所
在
地
　
　
　
広
島
県
東
広
島
市
西
条
町
御
薗
宇

・
助
実

調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
二
月

発
掘
機
関
　
　
帥
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団

調
査
担
当
者
　
吉
野
健
志

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
後
半
、
平
安
時
代
末
―
鎌
倉
時
代
、
室
町

時
代
後
半
１
戦
国
時
代

654321７
　
遺
弥
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

東
広
島
市
は
、
広
島
県
南
部
の
ほ
ぼ
中
央
、
標
高
二
〇
〇
―
三
〇
〇
ｍ
の
賀

茂
台
地
上
に
位
置
し
て
お
り
、

そ
の
中
に
あ
る
西
条
盆
地
は
安

芸
地
域
最
大
の
平
地
部
を
持
つ
。

下
上
戸
遺
跡
は
、
西
条
盆
地

中
央
に
島
状
に
点
在
す
る
低
丘

陵
の
南
側
裾
部
に
位
置
し
、
店

舗
建
設
の
た
め
、
遺
跡
の

一
部

三
六
〇
濯
を
調
査
し
た
。
遺
跡

は
弥
生
時
代
、
鎌
倉
時
代
、
室

(海田市・竹原)
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町

。
戦
国
時
代
の
複
合
遺
跡
で
、
中
心
は
室
町

・
戦
国
時
代
の
集
落
で
あ
る
。

室
町

・
戦
国
時
代
の
遺
構
は
、
五
間
×
二
間
以
上
の
総
柱
建
物
及
び
そ
れ
に
付

属
す
る
と
考
え
ら
れ
る

一
間
×
一
間
の
掘
立
柱
建
物

・
水
溜
め
状
遺
構

・
素
掘

り
の
井
戸
な
ど
で
あ
る
。
遺
物
は
量
的
に
は
少
な
い
が
、
土
師
質
土
器
の
ほ
か
、

水
溜
め
状
遺
構
か
ら
漆
器
椀
や
銅
製
の
箪
笥
の
引
手
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡

は
素
掘
り
の
井
戸
か
ら
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
　
【
梵
字
）　
　
　
長
禄
三
年

□
　
南
無
水
神
天
王
日
――
□

　
　
　
　
　
（醸
×
∞反
∞
♭

寓
滓

（梵
字
）

②
　
。
□
急
々
如
律
令
　
」

（梵

字
）

。
日

日

　

」
　

　

　

　

　

　

　

（］ｏＰ）×
∞∞
×
∞
⇔ωＰ

ω
は
、
ほ
ぼ
完
形
で
上
部
は
主
頭
、
下
部
は
尖
ら
せ
て
あ
る
。
井
戸
か
ら
の

出
土
と

「南
無
水
神
天
王
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
井
戸
に
関
わ
る
祭
祀
に
伴
う

も
の
と
思
わ
れ
る
。
墨
痕
は
現
状
で
は
ま
っ
た
く
確
認
で
き
な
い
が
、
風
食
の

結
果
、
文
字
の
痕
跡
が
浮
き
上
が
っ
て
お
り
、
あ
る
程
度
の
判
読
は
可
能
で
あ

ＺＯ
。製

作
年
代
は
、
木
簡
に
あ
る
と
お
り
長
禄
三
年

（
一
四
五
九
）
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
れ
が
井
戸
の
築
造
年
代
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
風

食
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
井
戸
の
周
辺
に

一
定
期
間
置
か
れ
て
あ
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
遺
構
内
で
の
出
上
位
置
は
底
面
か
ら
約

一
ｍ
で
あ
っ
た
。

②
は
、
下
部
を
斜
め
に
削
っ
て
や
や
尖
ら
せ
て
い
る
。
上
部
は
折
損
し
て
お

り
、
も
と
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
き
さ
な
ど
は
い
と
よ
く
似
て
い
る
。

表
側
に
は
梵
字
の
ほ
か
に

「急
々
如
律
令
」
の
文
字
が
読
め
、
何
ら
か
の
祭
祀

に
関
連
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
遺
構
内
で
の
出
上
位
置
は
、
ほ
ぼ
底
面
で
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω
口野
健
志
）




